
中枢中核都市に対する支援について 

 

１．中枢中核都市の位置付け 

 東京一極集中の是正等の観点から、中枢中核都市を未来投資戦略

2018等において位置付け 

 

○未来投資戦略 2018（平成 30年 6月 15日閣議決定）（抄） 

東京一極集中の是正に向けて、中枢中核都市の機能強化を図り、企業

誘致や地域の企業の事業拡大等によって企業活動が活性化し、人や大学

が集積する魅力ある拠点にしていくための方策について検討し、年内に

成案を得る。 

 

２．中枢中核都市の考え方 

活力ある地域社会を維持するための中心・拠点として、近隣市町村

を含めた圏域全体の経済、生活を支え、圏域から東京圏への人口流出

を抑止する機能を発揮することが期待されている。 

そのため、①産業活動の発展のための環境、②広域的な事業活動、

住民生活等の基盤、③国際的な投資の受入環境、④都市の集積性・自

立性、等の条件が備わっていることが求められる。 

 

３．支援措置の方向性 

（１）省庁横断支援チームによるハンズオン支援 

（２）地方創生推進交付金による支援 

（３）人口減少社会に対応した「まち」の再編・再生 

・郊外住宅団地等の再生 

 ・公共施設の再編、利活用    等 

 

※第 6回有識者会議（11月 22日）において、具体的に検討予定。 

資料６－２ 


